
1-3-2-1 高山市指定文化財（建造物）宗猷寺鐘堂 

木造入母屋造り、四方転び柱 

銅板葺き屋根、高さ 5.6メートル 

 

礎石上の柱間が 4 メートルを超える規模の大きな鐘堂で、四隅の柱頭にある「出組のま

す組」のほかに中備えといわれる組
くみ

物
もの

があり、いわゆる「禅宗様詰出組」のます組になる。 

享保年間（1716～35）に、郡代長谷川庄五郎忠崇の助力で築いたと伝えられる。 

 

昭和 57年 6月 8日指定 

高山市教育委員会 

 

説明板より 


